
令和２年度　尾鷲市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る事業実施結果報告　（重要業績評価指標（KPI）の実績値等）
KPIに影響する主な事業
※１　事業が複数の場合
は、事業ごとに記入
        足らない場合、行を
追加してください

現状値
（H26）

実績値
（H27）

実績値
（H28）

実績値
（Ｈ29）

実績値
（H30）

実績値
（R1）

目標値
（Ｒ3）

単位
実績値
（R2）

実績値/
目標値

KPIの達成度が50％以
下の場合は、その理由

事業効果
数値公表(予

定)年月
事業名称

決算額
（千円）

地方創
生推進
交付金
対象額

今後の方針 今後の方針の理由

指標①
市内事業所への就業者
数

4,923 4,976 4,968 5,055 5,052 4,990 4,923 人 4,953 101%

指標②
観光入込客数（過去３ヶ
年平均値）

62 67 66 65 64 65 68 万人 58 85%

指標①
漁業総生産量の三重県
に占める割合

（H25）
3.1

(H26)2.9
（H27）

3.2
（H28）

2.7
（H29）

2.8
（H30）

2.8
（H30）

3.1
％ 2.6 90%

地方創生に効果
があった

令和４年３月

指標② マハタ生産量 73 94 175 138 160 155 100 トン 142 142%
地方創生に効果
があった

令和４年３月

指標③ 養殖ヒロメ生産量 5 3 4 4 4 3 7 トン 1 14%
冬の高水温等がヒロメの
生長に悪影響を与えたと
推測される。

地方創生に効果
があった

令和４年３月

指標①
尾鷲ヒノキを利用したア
オリイカ産卵床設置基
数

80 137 146 136 114 118 120 基 103 86%
地方創生に効果
があった

令和３年１０月
尾鷲ヒノキ製アオリイカ産卵
床事業（製作、設置）

257 -

指標②
尾鷲湾6箇所、賀田湾8
箇所の水質調査

24 24 24 24 24 24 24 回 24 100%
地方創生に効果
があった

令和４年３月
漁場の管理保全事業
（水質調査事業）

408 -

指標①
調理体験の実施（市内
中学校生徒）

5 3 4 6 7 3 10 クラス 0 0%
新型コロナウイルス感染症
の影響により、開催予定で
あった調理体験が中止となっ
た。

地方創生に効果
がなかった

令和３年１０月
水産物普及啓発事業
（調理教室）

- -

指標②
ヒラメ種苗放流・アオリ
イカ産卵床づくり体験及
び学習会の実施

4 4 3 3 3 3 4 回 0 0%
新型コロナウイルス感染症
の影響により、開催予定で
あった体験学習会が中止と
なった。

地方創生に効果
がなかった

令和３年１０月
種苗放流体験、アオリイカ
産卵床づくり体験事業

- -

指標①
尾鷲紀北管内において
現在使用している
チューブ苗の植栽面積

20.4 20.4 30.0 53.0 78.0 90.0 100.0
ha（7ヶ年累

計）
94 94%

地方創生に効果
があった

令和３年３月

指標②
尾鷲産材を使用した住
宅建設件数

4 5 4 5 3 2 5 件 0 0%
住宅事情や新築住宅の需
要に変化が生じているも
のと思われる。

地方創生に効果
がなかった

令和３年３月

指標③
尾鷲産農産物のPRイ
ベント開催回数

2 0 2 2 2 2 2 回 0 0%
新型コロナウイルス感染症
の影響により、開催予定で
あったイベントが中止となっ
た。

地方創生に効果
がなかった

令和３年３月

指標①
食のプロモーション実施
回数

0 3 4 3 4 4 4 回 0 0%
コロナ禍により、イベント等の
開催や都市部等でのPR活動
が中止となったため。

地方創生に効果
がなかった

令和３年４月

指標② メニュー開発品数 0 12 42 42 42 42 30
点（7ヵ年累

計）
42 140%

地方創生に効果
があった

令和３年４月

指標③ デザイン制作数 0 6 13 13 13 13 4
点（7ヵ年累

計）
13 325%

地方創生に効果
があった

令和３年４月

指標①
魚を好きな児童・生徒
の割合

H27より
調査

76 89 87 86 85 90 ％ 85 94%
地方創生に相当
程度効果があっ
た

令和３年１０月

指標② 健康づくりの満足度 2.91 2.88 2.91 2.94 2.93 2.95 3.10 （5点満点） 2.95 95%
地方創生に効果
があった

令和３年１０月

指標① 新規漁業就業者 1 4 6 7 10 13 13
名（7ヵ年累

計）
17 131%

地方創生に効果
があった

令和３年１０月

指標② 有効求人倍率 1.25 1.4 1.5 1.62 1.61 1.37 1.1 （倍） 1.46 133%
地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年４月

指標③
「尾鷲ものづくり塾」等
の取り組みによる新商
品開発等の件数

H27より
調査

5 18 26 32 41 50
件（7ヵ年累

計）
51 102%

地方創生に効果
があった

令和３年４月

指標④
「尾鷲まるごとヤーヤ
便」頒布会と特別便の
出荷便数

12,031 15,913 10,497 9,610 10,157 9,931 14,437 便 35,497 246%
地方創生に効果
があった

令和３年４月

指標① 企業・事業誘致の件数 0 0 0 0 3 3 4
件（7ヵ年累

計）
3 75%

地方創生に効果
があった

令和３年９月

指標②
起業支援による企業件
数

0 0 0 16 27 33 30
件（7ヵ年累

計）
42 140%

地方創生に効果
があった

令和３年４月

指標③ 海洋深層水使用料収入 280 260 253 210 169 172 308 万円 169 55%
地方創生に効果
があった

令和３年９月 海洋深層水推進事業 19,485 -

指標④ 企業版ふるさと納税 0 2
件（2ヵ年累

計）
1 50%

地方創生に効果
があった

令和３年３月
尾鷲市地方創生拠点整備
等基金

1,000 -

・地域の小中学生を中心に、地場産業である水産業への理解、海や
魚への興味を深めてもらうよう、普及啓発に取り組む。

②事業内容の見直し
（改善）を行う（また
は、行った）

・市産材を活用した補助制度の対象が、新築に限ったものであるた
め、補助制度の利用者や施工業者等を対象とした情報収集を進め
ると共に、事業の見直しも含めた検討を予定している。

1,489 -

基本目標

③特に見直しをせず
事業を継続する

・水産業の再生、漁村の活性化を図るため、地域資源を活用した施
策を推進する。

③特に見直しをせず
事業を継続する

・漁業資源の維持、増大に必要な生産基盤の管理等に努めていく。

実績値を踏まえた取組項目（小）の今後の方針について実績値及び事業効果

安定した雇
用を創出す
る

②事業内容の見直し
（改善）を行う（また
は、行った）

①　食で攻める（２）　食のまちづく
りの推進

②　食で守る

②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

③　水産物の普及
啓発活動

④　農林業の振興

指標

・引き続き関係機関と連携しながら、漁業体験等を通じて新規漁業就
業者の受け入れを図っていく。
　また、開発した新商品を販路に乗せていくため、オンライン商談、販
路開拓の支援セミナーや、尾鷲まるごとヤーヤ便、ふるさと納税の返
礼品などの販売数等を拡大し、特産品の販路拡大に向けた動きを進
めていく。

・地域資源を活用し、企業・事業誘致や起業支援を引き続き取り組ん
でいくとともに、深層水事業については、利用者の増加に向けた販路
拡大事業の実施や、PRの実施、企業へのアプローチや新たな販売
方法の構築などを行う。
　企業版ふるさと納税については、寄附を受けられる環境を整えたこ
とから、今後は、SDGｓや脱炭素などの社会ニーズを注視するととも
に、国等が行うマッチングなどに積極的に参加していく。

（３）　後継者対策、
起業支援、事業・企
業誘致の推進

②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

②　事業・企業誘致
及び起業支援

①　後継者対策

商工振興事業 -

漁業後継者、就業 6 -

水産振興費

産業開発促進事業

258,854

重要業績評価指標（KPI）の現状値と目標値

健康増進事業

取組項目（小）

①　漁村・漁業活性
化への支援、海面
養殖業の振興

②　水産物の資源・
生息海域の環境管
理

取組項目（中）

19,191 -

産業開発促進事業 1,489 -

木材需要拡大事業 - -

（１）　農林水産物の
ブランド化の推進

・対面方式の展示会等はコロナ禍の影響により、非対面式のオンラ
イン等の開催や中止が相次いだ。
　そのため、食の産業開発促進事業では、オンライン商談会対応等
のセミナーや動画PR等により、非対面式でのプロモーションという形
で事業者向けのセミナーを行うなど、取組みの見直しを行った。

・令和３年度以降も、水産農林課と連携し、水産振興予算での事業
展開を図っていく。

12,231 -



KPIに影響する主な事業
※１　事業が複数の場合
は、事業ごとに記入
        足らない場合、行を
追加してください

現状値
（H26）

実績値
（H27）

実績値
（H28）

実績値
（Ｈ29）

実績値
（H30）

実績値
（R1）

目標値
（Ｒ3）

単位
実績値
（R2）

実績値/
目標値

KPIの達成度が50％以
下の場合は、その理由

事業効果
数値公表(予

定)年月
事業名称

決算額
（千円）

地方創
生推進
交付金
対象額

今後の方針 今後の方針の理由

基本目標

実績値を踏まえた取組項目（小）の今後の方針について実績値及び事業効果

指標

重要業績評価指標（KPI）の現状値と目標値

取組項目（小）取組項目（中）

①　着地型観光ツ
アー・各種イベント
等の支援・実施

指標①
夢古道おわせ　入込客
数（過去３ヶ年平均値）

20.5 19 16.8 14.8 14.1 14.9 21.5 万人 12.5 58%
地方創生に効果
があった

令和３年４月
②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

・地域の人材や資源を活用し、県立熊野古道センターと連携して、賑
わいを創出に取り組む。

指標①
尾鷲まるごと観光物産
ウェブのページビュー
数

（H26.9～
H27.8）

553,935

（H27.9～
H28.3）

282,772
575,782

（H29.4～
H30.3）

490,821
463,381 421,031 581,632 件 206,888 36%

コロナ禍により、旅行プラン
等を検討する人が減ったこと
が影響したと考える。

地方創生に効果
があった

令和３年１０月

指標②
「ホームページ」「おわ
せ観光マップ」「PRポス
ター」の対応言語数

1 6 6 6 6 6 6
カ国語（7ヵ
年累計）

6 100%
地方創生に相当
程度効果があっ
た

令和３年４月

指標①
定住移住に係る行政窓
口を活用した定住移住
者数

3 55 117 188 251 301 260
人（7ヵ年累

計）
360 138%

指標②
定住移住相談の実施件
数

H２７より
調査

39 41 70 61 80 80 件 65 81%

①　尾鷲高校との
連携推進

指標①

「尾鷲高校まちいく」の
取り組みにおいて、地
域で生活するという気
付きを得られた生徒の
割合

H２７より
調査

100 85 95 88 100 80 ％ 100 125%
地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１１月 尾鷲高等学校まちいく 50 -

①事業が効果的で
あったことから取組
の追加等更に発展
させる

・高校生は進学を機に地元を離れてしまうことが多いため、その前に
地元地域の魅力を理解してもらうことが、地方創生にとって重要であ
り、地方創生における地域学習の重要性とその実践方法を学び、今
後も継続することで、定住移住促進や地方創生に繋げていく。

指標① 仕事バンクの利用者数
H２８以
降取組
開始

0 0 6 19 15
名（7ヵ年累

計）
28 187%

地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１１月 定住移住促進事業 3,140 826

指標②
地域コミュニティビジネ
スの事業化

0 1 1 2 2 2 3
件（7ヵ年累

計）
6 200%

地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１１月 地域おこし協力隊事業 38,583 -

指標①
仕事付移住体験制度の
実施

H２８以
降取組
開始

0 0 2 0 5 件 2 40%

コロナウイルス感染拡大によ
り、移住体験住宅の受入及
び稼働が出来なかった。

地方創生に効果
があった

令和３年１１月

指標③
空き家バンクへの登録
数

10 29 53 54 50 52 90 件 45 50%

コロナウイルス感染拡大によ
り移住ワンストップ窓口を閉
める機会が多かった為。

地方創生に効果
があった

令和３年１１月

指標① Facebook記事投稿数 134 157 104 174 125 127 150 記事 157 105%
フェイスブック92件
インスタグラム65件

地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１１月

指標②
定住移住フェアへの参
加

3 5 9 9 9 3 3 回 0 0%

以前から行なっていた都市部での
移住フェアに参加することが効果的
でないため、効果のある移住マッチ
ングサイトでのPRへ移行。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１１月

指標③ ふるさと納税件数 5,168 5,301 3,336 4,531 4,969 5,615 7,752 件 26,727 345%
地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１０月 ふるさと納税事業 232,747 -

指標①
合計特殊出生率（５ヵ年
平均値）

1.59
1.59

（平成21
～25年）

1.69
(平成22
～26年）

1.63
(平成23
～27年）

1.58
(平成24
～28年）

1.62
(平成25
～29年）

1.85 （人）
1.58

(平成26
～30年）

85%

指標②
子どもや子育て支援へ
の満足度

2.74 2.72 2.71 2.87 2.84 2.83 3.10 （5点満点） 2.85 92%

指標①
妊娠・出産・子育て包括
サポート支援を受けた
妊婦の割合

H28以降
取組開
始

0 100 100 100 100 ％ 100 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月
子育て世代包括支援セン
ター事業

60 -

指標② 産婦訪問率 新項目 100 100 ％ 100 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月 産婦訪問事業 10 -

指標①
赤ちゃん訪問対象者の
全戸訪問率

100 100 100 90.7 100 100 100 ％ 100 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月
すこやか赤ちゃん訪問事業
（乳児家庭全戸訪問事業）

51 -

指標② 乳幼児健診受診率 99 98.6 100 96.1 100 100 100 ％ 100 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月 乳児一般健康診査事業 924 -

指標① 尾鷲っ子講座開催数 30 34 33 35 35 54 57 回 42 74%
地方創生に効果
があった

令和３年３月

指標②
「おせっかい隊（仮称）」
として活動した延べ人
数

H２７より
調査

24 60 88 88 96 90 人 86 96%
地方創生に効果
があった

令和３年３月

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地域人材を活かした子育て
HAPPY事業

98 49

指標①
地元が好きな児童の割
合

H27より
調査

92 95 93 90 91 90 ％ 92 102%
地方創生に効果
があった

令和３年１０月 ふるさと教育支援事業 96 -

指標②
児童・生徒の学校生活
の満足度

H２７より
調査

65 64 64 92 91 85 ％ 92 108%
地方創生に効果
があった

令和３年１０月
子どもの学びと育ち育成支
援事業

924 -

地方創生に相当
程度効果があっ
た

放課後子ども教室推進事業 1,112 -

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地域人材を活かした子育て
HAPPY事業

98 49

（４）　世界遺産と食
を中心とした観光の
振興

観光振興事業 30,822 900
②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

定住移住促進事業

・観光物産協会との情報連携を密にし、掲載内容の充実を図り、本
市の魅力をPRしていく。
　また、市内誘導看板の外国語対応を進めていく。

②　若者の地域定
着推進

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・地域住民や団体を講師に、地域の自然や文化、季節の行事などに
関わる多様な体験活動を住民有志の協力者らと連携し、様々な世代
の人々との交流や、尾鷲に暮らす人ならではの温かな魅力を活かし
た子育て支援の取組みを進めており、今後も継続していく必要があ
ると考える。

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

②　産後支援

（１）　結婚・出産支
援の充実

①　温かい「おわせ
人」の魅力を生かし
た子育て支援

②　尾鷲らしい子育
て支援

（２）　子育てしたい
まちづくり

（１）　定住の促進

（２）　移住の促進

（３）　情報発信の促
進

・アフターコロナにおける移住促進については、テレワークやワ―
ケーションなど多様な働き方が推進され、地方移住の動きが加速し
ていることから、移住体験住宅を活用し取組を推進していく。
　また、尾鷲市空き家バンクの取組は全国的にも認知されてきたも
のの、次の展開を図ることが必要で、この地で活躍したい移住希望
者で地域に必要とされる人材とのマッチングを図る必要もある。

・定住移住地域おこし協力隊を中心に情報発信を行い、移住体験住
宅での尾鷲暮らしや、この地域へ移住した人たちの田舎暮らしの情
報を継続的に発信していくとともに、効果が見られない移住フェアに
ついては転換し、 移住希望している人が集まるスカウト型マッチング
専門サイトを活用することで、この地域の魅力ある働き方や働く場に
関する情報発信を行い、新しいひとの流れを作っていく。
　ふるさと納税については、更なる拡大獲得を推進することで、尾鷲
市との関りづくり（関係人口）創出の拡大を図る。

・地域の魅力ある仕事と、田舎暮らしに興味のある人を繋ぎ、「地域
で働き暮らしたい」というUIターンの促進を図るため、地域での働き
方や多様なライフスタイルを実体験できる地域インターン滞在プログ
ラム（おわせ留学）を作成するとともに積極的に情報発信を行ってい
く。
　また、地域コミュニティービジネスの事業化については、地域おこし
協力隊と連携して進めており、今後も事業化に向け進めていく。

①　結婚・出産支援

②　情報発信の充
実

若い世代の
結婚・出産・
子育ての希
望をかなえ
る

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・地域人材や地域教材を活用し、体験学習を充実させることにより、
地域の伝統文化や自然、特色ある地場産業などについて学ぶ機会
を充実させるとともに、児童・生徒が安心して学ぶことができる環境
づくりを推進するため、学校満足度調査（QU調査）や図書ボランティ
アを活用していく。
　また、地域の自然や文化を活用した多様な体験を取り入れ、尾鷲
ならではの子育て支援、尾鷲ならではの子育て環境の魅力を深める
取り組みを今後も継続していく。

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・妊婦・産婦健康診査、乳児一般健康診査、訪問事業等により、医療
機関等と連携した早期支援を継続する。

新しいひと
の流れをつ
くる

①事業が効果的で
あったことから取組
の追加等更に発展
させる

①事業が効果的で
あったことから取組
の追加等更に発展
させる

①事業が効果的で
あったことから取組
の追加等更に発展
させる

3,140 826

定住移住促進事業（空き家
バンク利用促進助成金）

3,140
（うち395）

-

放課後子ども教室推進事業 1,112 -

・安心安全な出産と子育てを目指すために、必要に応じ個別支援計
画を作成するとともに、関係機関と連携した包括的支援を継続する。



KPIに影響する主な事業
※１　事業が複数の場合
は、事業ごとに記入
        足らない場合、行を
追加してください

現状値
（H26）

実績値
（H27）

実績値
（H28）

実績値
（Ｈ29）

実績値
（H30）

実績値
（R1）

目標値
（Ｒ3）

単位
実績値
（R2）

実績値/
目標値

KPIの達成度が50％以
下の場合は、その理由

事業効果
数値公表(予

定)年月
事業名称

決算額
（千円）

地方創
生推進
交付金
対象額

今後の方針 今後の方針の理由

基本目標

実績値を踏まえた取組項目（小）の今後の方針について実績値及び事業効果

指標

重要業績評価指標（KPI）の現状値と目標値

取組項目（小）取組項目（中）

指標①
子育て支援情報を受け
た幼児を持つ親権者の
割合

H２８以
降取組

開始
0 100 100 100 100 ％ 100 100%

地方創生に効果
があった

令和３年１１月 地域子育て支援拠点事業 8,152 -

指標②
未就園の０～２歳の子
どものうち、ちびっこ広
場を利用している割合

新項目 35 40 ％ 13 33%

コロナ禍の影響により休園期間(Ｒ
2.4～5月、Ｒ3.2月）があったこと、保
護者が感染防止のため登録や参加
を控えたため

地方創生に効果
があった

令和３年１１月 幼児健康診査事業 609 -

指標①
医療費助成の対象枠の
拡大

通院（小学生ま
で）

通院（小学生ま
で）
入院（中学生ま
で）

通院（小学生ま
で）
入院（中学生ま
で）

通院（小学生ま
で）

入院（中学生ま
で）

通院・入院とも
中学生まで

通院・入院とも
中学生まで

通院・入院とも
中学生まで

通院・入院とも中
学生まで

地方創生に効果
があった

令和３年１１月 子ども医療費助成事業 26,368 -

指標② 多子世帯給付対象者 給付なし 第３子以降全員 第３子以降全員 第３子以降全員 第３子以降全員 第３子以降全員 第３子以降全員 第３子以降全員
地方創生に効果
があった

令和３年１１月 多子世帯支援事業 1,287 -

指標③
水痘・おたふく・ロタ・MR
（風疹・麻疹）の予防接
種率

新項目 100 100 ％ 100 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月 任意予防接種事業 2,421 -

③　保育所の充実
指標① 待機児童の数 1 0 人 0 100%

地方創生に効果
があった

令和３年１１月 保育所事業 534,421 -
③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・乳児からの保育園入園の増加、発達の気になる児童の増加に対応
できるよう事業を継続していく。

指標①
防災・危機管理の満足
度

2.95 2.66 2.73 2.8 2.81 2.77 3.25 （5点満点） 2.82 87%

指標② 地域医療の満足度 2.46 2.49 2.52 2.54 2.4 2.45 2.71 （5点満点） 2.51 93%

①　コミュニティの
振興

指標①
コミュニティーセンター
が行う活動への述べ参
加者数

11,806 12,200 10,574 10,150 11,100 9,311 12,986 人 5,924 46%

新型コロナウイルス感染
症予防対策として、講座
等の中止を行ったため。

地方創生に効果
があった

令和３年４月
コミュニティ活動経費
（センター管内の地域間交
流活動）

3,911 -
③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を懸念し、活動の一部
中止を余儀なくされた。
　今後も継続した取り組みを続けて行きたいが、ウィズコロナ時代の
本活動の在り方を、地域住民と一緒に検討していきたい。

指標①
健康ポイント連携事業
数

7 7 34 35 39 38 47 事業 38 81%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月

指標② 健康づくりの満足度 新項目 2.93 3.00 （5点満点） 2.95 98%
地方創生に効果
があった

令和３年５月

指標①
防災・危機管理の満足
度

2.95 2.66 2.73 2.8 2.81 2.77 3.25 （5点満点） 2.82 87%
地方創生に効果
があった

令和３年５月
夏休みに伴う防犯パトロー
ル

- -

指標② 刑法犯認知件数 201 102 96 95 61 60 60 件 57 95%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月
祭礼、花火大会に伴う防犯
パトロール - -

指標③ 交通事故発生件数 710 743 651 700 657 713 650 件 556 86%
地方創生に効果
があった

令和３年１月 交通安全施設整備事業 2,168 -

②　安心なくらしの
確保

指標① 地域医療体制の満足度 2.46 2.49 2.52 2.54 2.4 2.45 2.71 （5点満点） 2.51 93%
地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年１０月 救急医療体制事業 4,466 -

①事業が効果的で
あったことから取組
の追加等更に発展
させる

・今後も２４時間３６５日、救急医療の受け入れを堅持していく。

指標①
コミュニティーセンター
間での連携事業数

1 2 5 4 8 7 34 事業 4 12%

新型コロナウイルス感染
症予防対策として、講座
等の中止を行ったため。

地方創生に効果
があった

令和３年４月
コミュニティ活動経費
（センター管内の地域間交
流活動）

3,911 -

指標②
公共交通利便性の市民
の満足度（４路線平均）

3.81 3.81 3.81 3.86 3.68 3.61 3.86 満足度 3.96 103%
地方創生に非常
に効果的であっ
た

令和３年６月 交通体系関係事務経費 56,877 -

指標①
本戦略における地域が
連携した事業数

0 9 11 6 6 6 6 事業 5 83%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月
新型コロナウイルス終息後の
国内及び外国人観光客に対す
るおもてなし向上推進事業

1,800 900

指標②
本戦略における地域が
連携した事業に関わっ
た団体数

0 14 14 16 16 16 16 団体 16 100%
地方創生に効果
があった

令和３年１１月
こころ豊かにしごとと子育て
ができる移住促進事業

1,751 875

時代に合っ
た地域をつ
くり、安心な
くらしを守る
とともに、地
域と地域を
連携する

②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

・昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を懸念し、活動の一部
中止を余儀なくされたが、今後も継続して交流活動を推進し、地域間
連携を推進したい。
　また、公共交通については、引き続き利便性の向上とともに地域公
共交通の確保維持に取組むとともに、今後の新型コロナウイルス感
染症への対応や新たな公共交通の在り方について検討していく。

②事業内容の見直
し（改善）を行う（ま
たは、行った）

・ワクチンの普及などの状況も踏まえ、長期化するコロナ禍における
事業の対応として、今後の見直しを行った。

①　市内における連
携

②　市外との連携

（３）　地域と地域を
連携する

（２）安心して暮らせ
る地域づくり

①　安全なくらしの
確保

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・犯罪抑制は、地域の監視の目が行き届いていることが重要である
ため、今後も警察署等との顔の見える関係を構築し、また、防犯委
員の加入促進を図り、防犯活動の強化に努める。
　交通安全関連事業は、今後も継続して取り組む必要性が高く、各
関係機関と連携して啓発活動に取り組むとともに、交通安全施設の
充実に取り組んでいきたい。

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・健康課題の改善及び健康づくりの満足度の向上を目指し、市民、
関係機関と連携した尾鷲健康増進の会を設置した事業を推進する。

（１）　地域特性を生
かした尾鷲ならでは
の地域づくり

②　健康づくりの推
進

（３）　子育てしやす
いまちづくり

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・子ども医療費助成事業及び多子世帯支援事業ともに継続して事業
を実施する。
　また、子どもの健康を守るために定期予防接種未接種者及び、任
意接種に係わる経済的支援を継続するとともに、接種率100％を維
持することで、子どもの発育・発達支援及び子育て支援を切れ目なく
全員に実施できるよう今後も継続する。

①　切れ目のない
子育て支援

②　子育ての経済
的支援

③特に見直しをせ
ず事業を継続する

・地域子育て支援拠点（ちびっこ広場）のＫＰＩの達成度は目標を下
回っているが、子育て中の親子の居場所や保護者の相談の場として
の重要な役割を担っており、子育て世代には必要不可欠な事業であ
るため利用者の拡大を図り、事業を継続する。

-健康増進事業 19,191


